
カ
ミ
ヤ
会
主
失
国

認
訴
。
方
、
ミ
ヤ
ダ
-
-
経
屋
谷
江
泊
榔
山
中
川
に
訟
ふ

巾
川
・
上
院
・
長
谷
川
・
土
谷
・
探
谷
の
諸
村
ゃ
.
い
ふ
。

大
mn
寺
務
平
.
前
川
利
明
の
時
、
延
質
問
年
中
川
村
の

襲
五
郎
兵
衛
及
び
次
郎
右
衛
門
や
・
河
北
郡
ご
俣
村
に

詮
は
し
て
抄
抵
の
訟
を
思
ば
し
め
、
是
等
諸
村
の
刷

業
と
し
た
。
凶
っ
て
そ
の
地
を
紙
屋
谷
五
十
村
と
い

ひ
、
そ
の
製
造
は
滞
か
ら
特
別
の
保
被
-P
・
受
け
、
札

つ
領
外
に
搬
附
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。

カ

εヤ
チ
紳
谷
内
河
北
郡
小
坂
庄
に
回
す
る

邸
許
。カ
ミ
ヤ
チ
ハ
ツ
ケ
イ
紳
谷
内
八
最
大
地
畠
言

の
奨
挺
溺
文
録
に
、
御
谷
内
八
詠
と
し
て
谷
内
一
抑
制
・

山
下
村
舎
・
松
製
古
城
・
長
井
清
流
・
湖
探
朝
務
・
襟
盤

タ
mm・
瞬
亭
持
雨
・

m家
秋
晴
を
選
ん
で
m
m
る
。
制
谷

内
は
河
北
部
の
そ
れ
で
あ
る
。

カ
ミ
ヤ
チ
ョ
ウ
神
谷
町
金
鍔
の
醤
町
名
。
此

の
町
は
公
館
町
の
裂
に
あ
る
今
の
谷
町
で
、
そ
れ
を

谷
町
と
い
ふ
の
は
紳
谷
町
の
略
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
。
議
し
滞
士
制
谷
守
孝
の
邸
地
の
あ
っ
た
腕
で

あ
ら
う
。

カ
ミ
ヤ
デ
紙
屋
出

m
羽
咋
郡
西
谷
内
の
内
の
小

字。
カ
ミ
ヤ
ナ
ガ
ハ
ル
紳
谷
長
治
杭
山
長
知
の
三

男
。
訓
谷
守
孝
の
女
婿
と
な
り
、
櫛
谷
式
部
と
縛
し

た
が
、
躍
長
十
年
伯
父
凶
幡
長
秀
の
夜
す
る
に
及
ん

で
、
そ
の
也
知
九
千
石
を
受
け
、
後
加
機
一
高
石
に

去
っ
た
。
寛
永
六
年
守
孝
残
し
た
時
、
治
知
の
内
コ
一

百
石
そ
守
孝
の
室
ハ
後
海
元
院
〉
の
粧
聞
と
し
、
三
千

石
官
長
治
の
子
式
部
長
昌
に
分
か
っ
て
神
谷
丹
波
と

鋭
せ
し
め
た
。
然
る
に
聞
こ
十
年
長
治
夜
し
て
、
そ

の
也
知
一
高
石
を
畏
邑
に
織
が
し
め
て
横
山
氏
と

河
北
部
英
国
婦
に
国
ず
る

カ

し
・
畏
自
の
ミ
千
石
と
掬
谷
丹
設
の
お
と
を
期
大
鶴
一
し
た
。

臨

m
Eに
鑓
が
し
め
た
が
、
陀

E
は
早
慨
し
て
家
建
に
一
カ
S
ヤ
モ
9
h
m
カ
紳
谷
守
孝
幼
内
左
介
、
後

断

え

た

。

一

山

花

・

匙

o
M
艇
の
人
。
矢
は
太
郎
方
一
衛
門
。
天
正
の
末

カ

εヤ
ハ
チ
ザ
エ
モ
ン
紙
屋
八
左
衛
門
従
・
氷
一
前
川
利
家
に
仕
へ
て
延
山
川
土
た
っ
た
。
初
め
子
一
一
百

十
三
年
浅
野
伝
次
郎
兵
衛
に
代
っ
て
鋭
陀
や
命
ぜ
ら
一
行
キ
・
胸
は
旬
、
後
に
附
し
て
九
千
.h
と
な
り
、
交
政

れ
、
承
勝
年
中
病
死
し
た
。
そ
の
子
武
兵
衛
は
八
左
-
四
年
一
一
一
月
伝
部
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
公
の
絡
協
抑
制
援
し

衛
門
の
後
荷
受
け
、
事
八
六
年
十
一
一
月
什
九
日
ま
で
一
て
向
野
山
に
前
旬
、
そ
の
陥
峨
控
則
恕
叫
諜
埼
.

銀
座
.
脅
宇
そ
.
勤
め
、
延
翠
ι

践
践
八
年
十
一
月
十
九

H
病
一
死
先
し
、
一
守
玄
人
利
引
川
に
従
号
て
大
坂
の
役
に
出
陣
し
、
=
一
千

そ
の
子
又
兵
衛
は
、

w品
交
七
年
武
兵
衛
の
代
L

り
に
鋭
一
行
令
加
へ
ら
れ
、
w
m
計
一
路
一
一
千
石
に
市
.
旬
、
人
持

座
そ
命
ぜ
ら
れ
、
元
総
況
年
一
一
月
十
一
一
日
病
死
し
た
。
一
組
問
と
た
り
、
官
永
討
川
一
年
丹
彼
守
と
都

L
、明
V.
年
六

カ

εヤ
ハ
チ
ザ
Z

モ
ン
紳
谷
八
左
衛
門
部
は
一
月
一
一
一
H
m
m
し
た
。

疋
却
。
能
消
火
榔
小
松
の
人
で
、
鈴
品
刊
で
あ
る
。
文
化
一
カ

εヤ
モ
リ
チ
カ
紳
谷
守
周
机
れ
太
郎
助
、

頃
の
人
か
と
い
は
れ
る
。
そ
の
思
P
に
巾
M
m
治
不
が
一
後
続
人
。
総
は
守
刷
。
正
徳
=
一
年
矢
内
腕
守
邸
の
故

あ

っ

た

。

一

-P.
以
て
大
明
寺
に
制
限
し
た
が
、
本
保
元
年

E.月
金

カ
ミ
ヤ
マ
上
山
以
前
部
七
初
出
に
臨
す
る
黒
一
線
に
抗
さ
れ
、
家
併
や
・
制
約
し
て
加
賀
滞
よ
り
千
石

杉
・
新
保
・
上
・
織
座
・
池
山
・
小
町
や
.
、
明
治
巾
に
併
一
校
受
け
、
学
保
一
一
位
・
失
政
後
そ
の
隠
府
知
rH一
一
目
石
ゃ
.

合

L
て
上
山
と
都
し
た
。
一
加
勝
。
正
徳
小
九
年
浴
介
入
持
制
に
列
し
、
御
歩
一
肌
・

カ
ミ
ヤ
マ
上
山
け
り
ミ
珠
洲
市
若
山
院
に
鴎
一
御
馬
廻
削
等
に
服
任
し
て
、
明
和
四
年
六
月
十
九
日

す

る

部

務

。

一

六

十

四

段

青

以

て

鋭

し

た

。

カ
ミ
ヤ
マ
ダ
上
山
田
訓
北
榔
英
川
郷
に
臨
す
一
カ

εヤ
モ
リ
マ
サ
紳
谷
守
騒
犬
山
市
寺
滞
家
老

る

部

w

m

o

一

訓

谷

内

腕

守

政

の

子

。

覧

文

十

一

年

ご

月

十

五

日

生

。

カ

εヤ
マ
ダ
ジ
ヨ
ウ
上
山
田
誠
河
北
部
上
山
一
初
か
打
線
縦
・
伊
織
・
外
担
。
蹴
は
守
行
・
守
隊
。
元
総

mに
在
っ
て
、
府
樹
伊
賀
守
の
時
た
所
と
い
ふ
。
伊
一
十
ご
年
新
知
一
一
一

.n石
脅
受
け
、
十
四
年
七
局
廿
一
点
目

賀
守
は
天
正
四
年
下
関
刑
部
卿
法
限
に
施
て
た
訴
政
一
一
文
の
限
時
に
よ
り
、
家
老
役
に
取
な
て
ら
れ
、
そ
の

申
の
鹿
瀬
伊
賀
守
貞
治
で
あ
ら
号
。
一
知
行
一
一
一
千
石
の
巾
一
一
千
況
計
石
や
・
受
け
た
。
鈍
永
二

カ
ミ
ヤ
モ
ト
ヤ
ス
紳
谷
一

π易
描
抑
制
治
部
。
初
一
年
十
一
一
周
十
日
反
針
者
村
弁
当
殿
の
策
動
に
よ
り
家

認
は
之
筒
、
後
守
勝
。
或
は
守
易
に
作
る
も
の
は
純
一
老
役
や
.
犯
ぜ
ら
れ
、
大
年
お
と
な
っ
て
官
務
止
智
雄
れ
、

で
あ
る
。
貨
は
中
川
大
隅
光
忠
の
子
で
、
叔
母
の
夫
一
一
見
に
疋
徳
三
年
一
滞
の
排
斥
す
る
腕
と
な
り
、
務
侯

櫛
谷
守
孝
の
後
-P-
承
け
た
も
の
。
寛
永
七
年
十
一
月
一
前

m利
設
の
邸
的
に
随
従
し
て
、
入
月
廿
五
日
金
課

サ
八
日
降
三
千
石
や
・
給
せ
ら
れ
、
十
六
年
犬
山
中
.
寺
分
一
に
む
す
る
や
‘

m
M
日
加
賀
滞
の
命
に
よ
り
滞
留
話
線

封
の
際
前
倒
利
治
に
附
家
老
に
な
っ
た
。
現
は
字
w
m
一
脅
命
ぜ
ら
れ
た
o
m
m
し
是
よ
り
先
守
邸
は
滞
が
諾
士

多
秀
家
の
女
売
前
凶
利
政
が
養
う
た
も
の
で
‘
名
は
一
に
伐
附
し
た
る
拝
的
金
の
逗
避
を
強
要
せ
し
そ
以

加
那
。
元
易
は
切
断
三
年
七
月
品
川
九
日
大
明
寺
に
波
一
て
、
諸
十
一
の
反
射
や
・
m
m
き
、
守
腿
に
し
て
邸

ωせ
ば

之
に
飽
曹
を
企
て
ん
と
し
た
る
に
よ
る
と
い
・
也
実

い
で
加
賀
滞
は
大
甥
寺
務
の
老
隠
を
召
L
て
諸
士
の

鋭
部
合
命
じ
、
守
邸
に
就
い
て
は
正
億
四
年
七
月
十

九
日
に
.
雫
り
て
故
必
、
卒
保
元
年
正
月
隠
民
ψ
・
向
せ

ら
れ
て
加
賀
川
滞
よ
り
一
九
百
石
-V
一
受
け
、
大
山
中
.
寺
に
却

恨
L
た
る
そ
の
子
山
腕
人
守
胤
に
千
石
を
奥
へ
て
定
日

・
党
相
続
せ

L
め
た
。
亭
保
一
一
年
流
月
朔
日
守
際
燃
す

る
時
年
四
十
七
。

カ
ミ
ヤ
モ
リ
マ
サ
紳
谷
守
政
訴
は
守
政
。
泌

都
又
助
・
治
部
・
内
腕
・
兵
附
・
ま
た
内
勝
。
治
部
元
切

の
子
。
寛
永
十
一
年
金
滞
に
生
ま
れ
、
十
六
年
女
と

共
に
大
則
市
帯
侠
に
仕
へ
、
明
阿
三
年
十
一
月
一
…
円
治

知
コ
一
千
石
荷
受
け
家
老
に
任
じ
‘
元
総
十
四
年
七
月

廿
一
泊
.
日
致
仕
L
て
不
得
と
構
L
、
隠
府
知
流
刊
行
合

受
け
‘
向
H
M
M
三
年
況
月
一
一
日
夜
し
た
。
享
年
七
十
一
一
一
。

内
隣
諸
術
者
利
治
・
利
明
・
利
直
三
慨
に
限
仕
し
、
政
務

宇
一
総
臨
し
、
土
木
箆
梁
の
施
設
に
最
も
功
績
が
多
か

っ
た
。
昭
和
三
年
十
一
且
十
日
正
五
位
そ
贈
ら
れ
み
o

カ
ミ
ユ
カ
ハ
上
湯
川
臨
島
郡
北
三
郷
之
内
巾

山
郷
に
臨
す
る
部
帯
。
承
久
三
年
注
愁
の
能
枝
川
川

敏
・
目
録
に
、
湯
河
村
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
上
尚

川
に
射
す
る
下
湯
川
は
、
後
に
鵜
・
捕
と
な
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。

カ
ミ
ヨ
シ
ダ
上
吉
田
沼
咋
郷
市
吉
聞
の
内
の

小
手
。カ
さ
ヨ
シ
タ
-
-
よ
吉
谷
能
楽
部
山
上
郷
に
回
附

す
る
部
稿
。

カ
ミ
ヨ
シ
ノ
上
吉
野
石
川
端
菅
野
の
内
の
小

字。
ヵ
ミ
ワ
ス
£
紳
和
健
一
一
日
晶
、
臨
雫
郡
上
町
野

郷
に
屈
す
る
部
帯
。

カ
ミ
ワ
ス
ミ
ジ
ヨ
ウ
紳
和
信
按
脇
田
川
部
制
和

佳
に
城
祉
が
あ
る
。
能
m
m
名
跡
志
に
、
『
紳
利
伐
村

ak

ニ
O
九


